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1 は じ め に

イネの遅延型冷害は,登熟期が秋冷と重なるなどにより,

登熟に必要な温度が確保できず登熟不良となるものである。

その主な要因の1つ として生育期に低温と遭遇することに

よる出穂遅延が上げられる。前報において生育初期より冷

水を掛け流すことにより出穂遅延を誘発したところ,遅延

度に品種間差が認められたことを報告しているが
1),今 回

さらに 2か年試験を継続して熟期毎に品種間差異を検討し

たところ,5か年を通じ出穂遅延度の大きい,ま たは小さ
い品種・系統が見いだされ,本法の出穂遅延度検定におけ

る安定性,有効性が確認されたので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 :1996～ 2000年

9)試験場所 :青森県農業試験場藤坂支場圃場 (十和田
市)

0)供試材料 :国内外の寒冷地主要品種に国及び当場育
成系統を加えた32品種・系統

“

)耕種概要 :表 1の とおり (1996～ 1998年については

表 1 耕種概要

既報)

0 区制 :3区制,1区 6株植え。水口側と水尻側の水
温差の影響を考慮してそれぞれの区内でランダムに配置し

た (図 1)。

16)冷水処理方法 :生育初期 (5葉期程度)か らすべて
の供試材料の出穂が終了するまで,15℃ 程度の冷水 (湧 き

水)を 1日 おきに昼間 (9:00～ 16:30)掛 け流した。掛

け流し水深は過度の生育遅延を防ぐために,試験区を仕切

板で挟み 3側程度の浅水とした (図 1)。

17)評価方法 :冷水処理区と一般圃場 (無処理区)と の

出穂期の差から出穂遅延日数を求め,各熟期毎に比較検討,

評価した。

表2 各年次における冷水処理期間と処理期間中の水
温

3 試験結果及び考察

各年次の冷水処理期間中の平均水温は,掛け流し時間を

調節することにより無処理区より3～ 4℃低い条件を設定

した (表 2)。

表 3に供試した品種・系統の 5か年の出穂期及び出穂遅

延日数を平均した値を示した。各年の出穂期は3区平均で

算出し,遅延日数は小数第 1位まで有効とした。その結果,

遅延日数はユメコガネの70日 からひとめばれの213日 ま

での幅広い変異を示した。これらの品種・系統は若千年次

変動するものが見られたものの,5か年を通じて概ね・l様
の遅延傾向を示した。また,無処理区の出穂期と遅延日数

の相関図を作成したところ,高い正の相関が見られた (図

2)。

これは出穂期が遅いものほど出穂までの冷水処理をうけ

る期間が長くなるためである。したがつて,単なる遅延度
の大小のみでは品種間差異を判断できないため,評価にあ

たっては供試品種・系統を青森県での熟期にしたがって 4
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図 1 冷水処理区施設略図 (一部は入水口)
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表 3 5ケ年供試した品種・系統の成績 (1996～2000
年平均)と評価

区分に分け,それぞれの熟期内で検討した。評価基準は遅

延日数が極早生～早生10日以上,中生早～中14日以上,中
生中～晩155日 以上,晩生195日 以上のものを遅延度大と

し,こ れらの値より3日以上遅延日数が短いものを遅延度

小とした。評価したものは各年次のデータと照合し,遅延

度の相対的な位置関係に年次間差の見られるものは評価外

とした。その結果,極早生～早生熟期では「 Dunghan
Shali」 ,「ふ系182号」を遅延度大,中生早～中熟期では

「奥羽360号Jを遅延度大,「カグヤモチ」を遅延度小,中
生中～晩では「北陸150号J,「ホウネンフセ」,「あきたこ

まち」を遅延度大,「チヨノモチJ,「中母59」 を遅延度小 ,

晩生熟期では「 しなのこがね」,「ひとめばれJを遅延度大 ,
「 トドロキヮセJを運延度小と評価した (表 3)。 この評価
は前報の結果とはぼ一致し (表 3),本法により安定 して

出穂遅延の品種間差異を誘発できることが確認された。

これらの品種・系統は,長期冷水掛け流しにより年次変

動なく安定して大小の出穂遅延を示すことから出穂遅延度

の指標となり,本法の比較品種として使用できると考えら

れる。これらは北東北の主要品種の熟期をはぼカバーして

おり,対照熟期の比較品種を用いることにより,供試材料
の出穂遅延度を検定することが可能である。

以上のように,生育初期からの長期冷水掛け流しにより

▲ 出待遅・ll度 が大きいと評価したt,の

0:出 穂遅 IIF度が小さいと評価したもの
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図 2 無処理区出穂期と出穂遅延日数の相関図
(1996～2000年平均)

出穂遅延を人為的に誘発させる出穂遅延度検定法の安定性,

有効性を確認した。本法は5ケ 年を通し,安定して品種間

差異を誘発し,その相対的な位置関係はほぼ一定であった

ことから,品種・系統の相対的な遅延度の大小を見極める

のに有効な検定法であり,ま た,各熟期で比較品種を選定

したことにより,異なる熟期の多くの材料を同時に検定す

ることが可能である。

出穂遅延は遅延型冷害の重要な要因のひとつであること

から,本法を用いて検定することにより,寒冷地において

出穂遅延度が小さく,遅延型冷害に遭遇する可能性の少な

いイネ品種の育成に寄与できるものと考えられる。

4 ま  と  め

長期冷水掛け流しによる出穂遅延度の検定を 5か年にわ

たって行ったところ,安定して大小の遅延を示す品種・系

統が見いだされ,本法が出穂遅延度検定法として有効であ

ることが確認された。また,比較品種として遅延度大の

「Dunghan Shali」 ,「ふ系182号」(極早生～早生),「奥羽

360号J(中生早～中),「北陸150号」,「 ホウネンワセ」,
「あきたこまち」(中生中～晩),「 しなのこがね」,「 ひとめ

ばれJ(晩生),遅延度小の「カグヤモチJ(中生早～中),

「チヨノモチ」(中生中～晩),「中母59」 ,「 トドロキワセ」

(晩生)を選定した。
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注 評価の▲は出穂遅延度が大きいと評価したもの
Oは出穂遅延度が小さいと評価したものを示す。


